
 

 

  

  本市の市民協働のあゆみ  

本市では、市民協働を推進するため、平成 15 年４月の中核市移行にあたり、以下に示す取

り組みを実施してきました。 

年度  月 内容  

平成 14年度 ９月 

中核市岡崎ステップアッププラン、プロジェクトチーム設置 
（本市が中核市になるにあたり、市の有志職員によりステップアップ戦略が

検討された。その４つの戦略の内一つが「市民協働推進戦略」であり、市民

協働推進が市の取り組みの柱の一つとなった。） 

４月 中核市移行 

12 月 市民活動団体登録制度開始 平成 15 年度 

１月 市民活動情報ひろばの開設 

４月 

市民協働推進課設置 

市民活動総合補償保険開始 

市民公益活動助成金制度開始 

市民協働推進指針の策定 

平成 16年度 

６月 大学連携アドバイザー助成金制度開始 

４月 北部地域交流センター開館 

９月 市民協働を考えるシンポジウム開催 
平成 17年度 

３月 
新岡崎市行政改革大綱策定 
（「市民主導型の行政システムを構築し、中核市にふさわしい自立した行政」を目指す。）  

４月 
市民協働モデル事業交付要綱設置 

岡崎市における市民協働のあり方について提言書の提出 

９月 
協働の仕組みを考える市民会議の設置 

ＮＰＯ法人岡崎まち育てセンター・りた設立（中間支援組織） 

平成 18年度 

10 月 南部地域交流センター開館 

２月 西部地域交流センター開館 
平成 19年度 

３月 ＮＰＯ岡崎フェスティバル開催 

９月 岡崎市市民意識調査実施（対象：成人 5,000 人）   

10 月 市民フォーラム開催 

11 月 図書館交流プラザ「りぶら」に市民活動センター開館 

12 月 岡崎市基本構想議決 
平成 20 年度 

３月 

市民協働推進条例制定 

第６次岡崎市総合計画策定 
・目標年度：平成 32年（2020 年） 

・将来都市像：「人・水・緑が輝く 活気に満ちた 美しい都市 岡崎」 

・重点プログラムの一つとして市民自治プログラムを掲げる 

４月 市民活動団体公益活動報告書の提出を義務化 
平成 21 年度 

７月 市民協働推進委員会の設置 
 


